
抜酸の富化 した野菜畑 におけ る夏秋 きいう り 。ビーマンめ角酸 粒肥エ

( 田拭痕塩 部)

3 . 背 景 とね らい

近年 , 野 菜畑土壊の義分言化の傾向は著 し く, こ の中で土境の加里奏分の宮 化 について は , 昭 和5 8 年度

の指導上の争考事項 「高カ リ合よ畑 における夏秋 きぃう りのカ リ施肥 J と して普 及に移 したが , そ のほ土

3 8 の角は奏分 についても , そ の苦f R の著 しいことが指摘 されていた.

昭和5 7 ～5 8 年度 に県内の野菜畑土域の実態 を調査 した結果 , 搬 酸宮 化の傾向 が明 らかに巴 め られたの で ,

済酸の言化 したと壌 におけ る夏軟 きいう り ・ビーマ ンの績戯施肥量について検 厳 した。 その結果 , 一 応の

成果 D t 得られたので指導上の参考に供す る・

2 . 技 術の内容

土騒の トルオグ角破か らみた夏秋 きゅう り 。ビーマ ンの角酸位 肥量は下表の とお りであ る。
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3 . 指 導上の留意事項

1 ) 上壌中の水湾性策酸 は トル オダ槻酸 との関係 も強 いが , 機 醸吸収係政の高 ほ に支配 されて お り, そ の

ため水湾性 虜酸の多少 は , ± 3 8 の角酸宮化の指標 と考 えて よい。水溶性館酸 】 1 0 8 8 ( トル オグ残 政で5 0 日8

に相 当す る) 以 上の野菜畑 では , 強 強施肥量 を減 らす ようにす るのが望 ま しい。

2 ) ト ルオグ鱗酸が5 0 8 8 以上の野菜畑では , 堆 旺肥 が候準量の鹿用の場合 に , 無 力 政で も収■ に形喜 はな

いa t , 春先のほ温時の値 え付けに当たつては , 根 日の機破温度 を高め てや るこ とが必 要 であ り, こ の ため

標準" 酸 量の2 0 % 程度の施肥 を行 うこととす る。

3 ) 上 塘中の有効抜磯の増加は , 性 旺肥の多投に よることが多 く, こ の ため性 E 肥 の施月 は多 くて も 5 t

程度 とする。なお , S t を 超 えて施用す る場合 には , 雅 既肥中の奏分 ( 角酸 や加里な ど) を 重 し引 くこと

が望 ましい。
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